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⚫世界的に進む電力系統を強化する取り組み

⚫OCCTOマスタープラン

⚫100%自然エネルギーの電力システム
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世界的に進む電力系統強化の取り組み

自然エネルギー財団における系統に関する研究

2011

•アジアスーパーグリッド構想の提案

2015-
2018

•アジアスーパーグリッドに関する具体的研究
（アジア国際送電網研究会）

2020-
2023

•国際連系を含めた系統強化に関するシミュレーション研究
（自然エネルギーによる脱炭素化のための送電網研究会）
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世界的に進む電力系統強化の取り組み

自然エネルギー財団における系統に関する研究

●自然エネルギーによる脱炭素化のための送電網研究会

座長 高橋 洋  法政大学 社会学部 教授

委員 加藤 仁 日本風力発電協会 代表理事 （当時）
橘川 武郎   国際大学 学長
辻 隆男  横浜国立大学大学院 工学研究院 教授
松村 敏弘 東京大学 社会科学研究所 教授
分山 達也  東京工業大学 環境・社会理工学院 准教授

 大林 ミカ 自然エネルギー財団 事業局長

オブザーバー
岡本 浩    東京電力パワーグリッド 取締役副社長
三輪 茂基   ソフトバンクグループ CEOプロジェクト室室長
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世界的に進む電力系統を強化する取り組み

COP26を契機に始まったイギリス政府とインド政府のイニシアティブ

出典：GGIウェブサイト



7

世界的に進む電力系統強化の取り組み

国連機関（UNSCAP）によるGreen Power Corridor研究

出典：https://www.unescap.org/sites/default/d8files/event-documents/Green%20Power%20Corridor%20Framework%20and%20Roadmap%20for%20North-East%20Asia_Matthew%20Wittenstein%2C%20ESCAP.pdf
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世界的に進む電力系統を強化する取り組み

BREXIT以降も、英国を含めた欧州全体で送電網強化の動きは継続

出典：ENTSO-Eウェブサイト
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世界的に進む電力系統を強化する取り組み

送電線増強を促すドライバーの一つが洋上風力の拡大

出典：4C offshoreウェブサイト
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世界的に進む電力系統を強化する取り組み

洋上風力アクセス線を国際連系線とする取り組みなども進む
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世界的に進む電力系統を強化する取り組み

日本における洋上風力の導入状況と電力系統の状況
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世界的に進む電力系統を強化する取り組み

日本における洋上風力の導入状況と電力系統の状況
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OCCTOマスタープラン

第6次エネルギー基本計画の議論で整理された“参考値”

出典：総合資源エネルギー調査会 基本政策分科会（第35回会合）資料1（2020年12月21日）
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OCCTOマスタープラン

シナリオ設定

出典：https://www.occto.or.jp/kouikikeitou/chokihoushin/230329_choukihoushin_sakutei.html
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OCCTOマスタープラン

ベースシナリオの分析結果

出典：https://www.occto.or.jp/kouikikeitou/chokihoushin/230329_choukihoushin_sakutei.html
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OCCTOマスタープラン

各シナリオの分析結果

出典：https://www.occto.or.jp/kouikikeitou/chokihoushin/230329_choukihoushin_sakutei.html



18

OCCTOマスタープラン

系統増強による再エネ比率と出力制御率の比較

出典：https://www.occto.or.jp/kouikikeitou/chokihoushin/230329_choukihoushin_sakutei.html



19

OCCTOマスタープランの分析条件を、2022年9月時点で入手可能な情報をもとに設定し、需給シミュレーションを実施。
需要および自然エネルギー発電の供給量は2020年度の需給データから発電量を等倍。
太陽光260GW、風力86GW。

OCCTOマスタープラン

OCCTOマスタープラン再現シナリオの分析
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系統増強のみによって、北海道エリアと東北エリアの出力制御量がどのように変化するかを評価。（ケース1-1から1-4）
北海道の出力制御量が大きく低下。

北海道太陽光

北海道風力

東北太陽光

東北風力

OCCTOマスタープラン

OCCTOマスタープラン再現シナリオの分析
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連系線の効果は8GW以上の増強において追加的に発生しにくい状況。ただし、費用便益差で評価したところ、
化石資源価格が高い状況であれば8GW程度までの増強に合理性あり。
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OCCTOマスタープラン再現シナリオの分析
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「柔軟な需要」および蓄電池の導入によって出力制御量がどのように変化するか評価（ケース2-1から2-4）。
OCCTOマスタープランにおいて設定された導入量では、連系線に比べて効果が劣る。
また、両方を入れてもその効果が発揮されない場合あり（ケース2-4）。

OCCTOマスタープラン

OCCTOマスタープラン再現シナリオの分析
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北海道＝東京間の連系線と「柔軟な需要」および蓄電池の両方の導入を行った場合に北海道エリアと東北エリアの
出力制御量がどのように変化するか評価（ケース3-1から3-4）。
「柔軟な需要」および蓄電池が無い場合に対して出力制御量は減少する。また、北海道エリアの出力制御量の減少
には連系線が有効で、東北エリアには「柔軟な需要」や蓄電池などの導入も有効な傾向を観察。

OCCTOマスタープラン

OCCTOマスタープラン再現シナリオの分析
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連系線による出力制御量の減少に伴う燃料費とCO2対策費の削減効果を分析。
例えば8GWの増強の場合、費用は800～1200億円/年。
それに対して、ヒートポンプ給湯器25GW、EV充電186GW、水素製造・ DACCSの41GWを1000円/kW/年で調達し
た場合の費用は、年間2500億円。

OCCTOマスタープラン

OCCTOマスタープラン再現シナリオの分析
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OCCTOマスタープラン再現シナリオと同じ分析モデルを用い、入力条件等を変更して分析。需要および供給カーブは
2021年に自然エネルギー財団がフィンランドのLUTなどと共同研究した、Renewable pathways to climate neutral 
Japanにおけるデータを使用。太陽光524GW、風力151GW。

100%自然エネルギーの電力システム

100%自然エネルギーによる電力供給のあり方を分析

①北海道＝東京間連系線の増強効果の分析、②国際連系線まで含めた便益分析、の2つの分析軸で
評価を実施
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連系線の増強に伴い、出力制御量が減少すると共に、12GWまでその効果が飽和しないことを確認。

100%自然エネルギーの電力システム

分析軸①：北海道＝東京間連系線の効果を分析
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太陽光や風力などの自然エネルギーをOCCTOマスタープランの1.6～2倍導入した場合、北海道＝東京間について
は12GWの増強を行っても便益が費用を上回る可能性を確認。

100%自然エネルギーの電力システム

分析軸①：北海道＝東京間連系線の効果を分析
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西日本増強、国際連系線の新設強にフォーカスした結果、西日本増強は北海道＝東京間連系線ほどの効果は出な
い。ただし、国際連系線は一定の効果が得られる可能性を確認。

100%自然エネルギーの電力システム

分析軸②：国際連系線まで含めた費用便益分析
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電源構成を見ると、国際連系線が水素火力による電力供給の減少効果があるとの結果。

100%自然エネルギーの電力システム

分析軸②：国際連系線まで含めた費用便益分析
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水素火力の運転を減らしうる可能性があるような気象条件の一例。

100%自然エネルギーの電力システム

分析軸②：国際連系線まで含めた費用便益分析

出典：https://tenki.jp/
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シミュレーション分析結果において水素火力が20%弱必要となる理由の一つは、夏期の風力発電量。

100%自然エネルギーの電力システム

分析軸②：国際連系線まで含めた費用便益分析
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日本の平均発電費用を分析。その結果、国際連系線は0.5円/kWh程度の平均費用低減効果となることを確認。
年間2000億円程度の燃料費＋CO2対策費低減効果に相当。

100%自然エネルギーの電力システム

分析軸②：国際連系線まで含めた費用便益分析
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ご清聴ありがとうございました
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